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男 25,377人

女 27,272人 

市 の 人 口 

52,649人 

世 帯 数 14,657 

（昭和59年12月31日現在）住民基本台帳から 

 

 

今
で
は
干
し
餅
作
り
も
珍
し

く
な
っ
た
が
、
そ
の
昔
は
津
軽

の
風
物
詩
の
ー

つ
だ
っ
た
。
 

干
し
餅
は
、
雪
国
の
知
恵
が

生
ん
だ
保
存
食
で
、
唯
一
の
間

食
と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
 

真
冬
の
最
も
し
ば
れ
た
夜
を

ね
ら
っ
て
吊
す
の
が
干
し
餅
作

り
の
コ
ツ
と
さ
れ
た
。
 

色
合
い
も
と
り
ど
り
に
、
豆

餅
、
ご
ま
餅
、
く
る
み
餅
、
甘

茶
餅
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の

味
付
け
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
。
 

粟
餅
も
歯
ざ
わ
り
が
さ
わ
や
か

で
お
い
し
い
も
の
だ
っ
た
。
 

一
晩
で
力
ン
カ
ン
に
凍
っ
た

の
を
吊
し
た
ま
ま
菰
で
包
み
、
 

冷
た
い
春
風
で
乾
燥
さ

せ
る
の

だ
が
、
彼
岸
時
に
な
る
と
、
ど

こ
で
喚
ぎ

つ
け
る
の
か
カ
ケ
ス

が
二
羽
三
羽
と
試
食
に
来
る
。
 

待
ち
か
ね
て
い
た
子
供
達
も
、
 

こ
っ
そ
り
カ
ケ
ス
の
仲
間
入
り

を
し
、
菰
に
手
を
突
込
ん
で
ポ

ケ
ッ
ト
に
ね
じ
込
む
。
 

あ
ち
こ
ち
に
田
打
桜
が
咲
き

初
め
る
と
、
農
作
業
は
火
が

つ

い
た
よ
う
に
忙
し
く
な
る
。
 

人
も
馬
も
汗
だ
く
の
暇
な
し
だ
。
 

そ
ん
な
と
き
、
 一
服
の
空
腹

を
満
た
し
て
く
れ
る
の
が
干
し

餅
の
ご
馳
走
な
の
だ
。
 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
昇
る
陽
炎
か
ら

飛
び
立
つ
揚
雲
雀

の
さ
え
ず
り

が
、
干
し
餅
の
味
を

一
層
お

い

し
く
す
る
。
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除
排
雪
状
況
を
視
察
 

森
田
市
長
が
激
励
 

市
で
は
昨
年
十
二
月
十
日
、
 

除
排
雪
対
策
本
部
（
花

田
助
役

本
部
長
）
を
設
置
し
、

冬
期
間

の
交
通
確
保
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
 

市
の
除
排
雪
計
画
路
線
は
、
 

総
延
長
二
百
五
十
ニ

キ
ロ
メ
ー
 

ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、
市
の
除
 
 

雪
ド
ー
ザ
ー
ゃ
市
有
車
両
に
民

間
委
託
車
両
な
ど
を
出
動
さ
せ
、
 

昼
夜
を
分
か
た
ず
生
活
道
路
の

確
保
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
の
年
末
以
来
、
豪
雪
と

異
常
実
波
に
襲
わ
れ
市
民
生
活

に
も
影
響
が
出
は
じ
め
た
の
で
、
 

同
対
策
本
部
で
は
、
 一
月
九
日
 
 

か
ら
市
内
一
斉
の
排
雪
作
業
を

は
じ
め
て
お
り
、
森
田
市
長
は

一
月
二
十
三
日
、
市
内
鳥
森
の

除
排
雪
作
業
の
状
況
を
視
察
し

従
事
者
を
激
励
し
ま
し
た
。
 

現
地
を
訪
れ
た
森
田
市
長
は
、
 

「
こ
れ
ま
で
の
除
排
雪
経
費
は

多
額
な
も
の
で
あ
り
、
行
政
の

対
応
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
果
が
あ

が
る
」
と
し
、
市
民
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
同
対
策
本
部
で
は
除

排
雪
作
業
を
す
る
に
あ
た
り
、
 

市
民
の
皆
さ
ん
に
次
の
点
を

要
 
 

望
し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
ま
ず
目
立

つ
の
が
、
路
上

駐
車
や
道
路
へ
の
雪
捨
て
。
そ

の
た
び
に
作
業
は
大
幅
に
遅
れ
、
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
狂
い
っ
放
し

で
、
結
果
的
に
必
要
以
上
に
時

間
と
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
 

▽
各
家
庭
が
処
理
す
べ
き
雪

は
、
ま
ず
自
分
た
ち
で
処
理
し
、
 

一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
を
高
め

た
い
も
の
で
す
。
 

▽
路
上
に
は
み
出
し
た
ガ
ス

ボ
ン
べ
や
自
動
販
売
機
、
立
て

看
板
が
支
障
に
な
り
、
 】
部
物

損
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
除
排
雪
に

つ
い
て
の

間
い
合
わ
せ
は
、
市
除
排
雪
対

策
本
部
（
市
役
所
旧
栄
支
所

・

市
内
広
田
字
柳
沼
三
番
地
一
号
 

。
三
五
ー
四
三
ニ
一
番
、
三
五
 

ー
四

三
ニ
ニ
番
）
へ
お
願
い
し

ま
す
。
 

一
意
』
 

一注

す
 

ー
 ー
で
 

（作
一
組
 

麟
”
 

餌

「
 

対
側
の
雪
止

め
な
ど
に
結
び

つ
け
る
。）
 

口
一
人
で
行
わ
な
い
で
、
一
一

人
で
行
う
よ
う
に
す
る
。
（下

に
見
張
り
を

つ
け
る
。）
 

口

屋
根
の
先
端
は
特
に
注
意

し
て
下
ろ
す
。
 

四
長
靴
に
縄
を
巻
く
な
ど
滑

ら
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
。
 

国
雪
下

ろ
し
作
業
は
、
重
労

働
で
す
か
ら
日
ご
ろ
体
を
鍛

え
て
お
き
、
年
配
者
や
持
病

の
あ
る
人
は
無
理
を
し
な
い
。
 

因
老

人
世
帯
や
身
障
者
世
帯

に
つ
い
て
は
、
地
区
や
町
内

が
共
同
で
行
う
よ
う
に
す
る
。
 

田
流
雪
溝

や
池
な
ど
の
あ
る

場
所
で
は
十
分
確
認
し
な
が

ら
行
う
。
 

囚
子
供
を

手
伝
わ
せ
る
場
合

で
も
、
流
雪
溝

へ
雪
流
し
を

す
る
と
き
は
大
人
が
行
う
。
 

因
下
ろ
し

た
雪
は
低
く
し
て
 

崩
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

田
無
人

の
建
物
に

つ
い
て
は

管
理
者
な
ど
が
責
任
を
持
っ

て
雪
下
ろ
し
を
行
う
。
 

ま
た
、
除
雪
機
を
使
用
す
る

場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ

・フ
。
 

日
購
入
す
る
際
に
安
全
性
を

十
分
確
認
す
る
。
 

口
運
転
操
作
に
熟
練
す
る
。
 

口
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
な
服
装
に
十
分
注
意
す

る
。
 

一
一
等
陸
・
海
・
空
 

自
衛
官
募
集
 

▽
受
付
期
間
 
受
け
付
け
は
、
 

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。
 

▽
応
募
資
格
 
日
本
国
籍
を

有
し
、
採
用
予
定
日
の
一
日
現

在
十
八
歳
以
上
、
二
十
五
歳
未

満
の
男
子
。
 

▽
試
験
期
日
及
び
場
所
 

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

▽
待
過

・
そ
の
他
 

採
用
の
日
を
も
っ
て
、
二
等

陸
士
、
二
等
海
士
、
二
等
空
士

に
任
命
さ
れ
ま
す
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 

青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
原

募
集
事
務
所

（
廿
三
五ー
二
三

〇
五
番
）
 

鳥森町内会長らから状況説明をうける森田市長 

屋根からの雪おろしに気をつけましよう．ノ 

一
畿
，
 

網
一
 

雪
お
ろ
し
中

に
、
け
が
を
す

る
事
故
が
発
生

し
で
い
ま
す
。
 

雪
下
ろ
し
な
ど

を
す
る
と
き
は
、
 

次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
 

日
命
綱
を
必

ず

つ
け
る
。
 

（
命綱
は
、
 

雪
を
下
ろ
そ

う
と
す
る
反
 

道
路
へ
の
雪
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
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事4日行政を国む会 

提言や要望に答える森田市長 

市
で
は
、
六
十
年
度
に
市
が

発
注
す
る
工
事
の
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
建
設
業
者
を
、
次
に
よ
り
受
け
付

け
い
た
し
ま
す
の
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■

受
付
期
間
 
二
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
。
 

●

受
付
場
所
 
市
財
政
課
（
市
庁
舎
四
階
）
 

■

提
出
書
類
 

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
ァ
、
 

経
営
事
項
審
査
申
請
書
国
 
イ
、
建
設
業
者
許
可
証
明

書
国
 
ウ
、
納
税
証
明
書
廿
市
税
は
五
十
九
年
度
分
、
 

国
税
及
び
県
税
は
五
十
八
年
度
分
岡
 
ェ
、
工
事
経
歴

書
 
ォ
、
主
要
取
引
金
融
機
関
名
 
カ
、
年
間
委
任
状

キ
、
使
用
印
鑑
届
 
ク
、
印
鑑
証
明
書
 
ケ
、
営
業
所

一
覧
表
 

コ
、
会
社
登
記
簿
謄
本
国
 
サ
、
建
設
業
退

職
共
済
組
合
加
入
証
明
書
国
 
シ
、
建
設
機
械

一
覧
表

ス
、
技
術
者
経
歴
書
）
※
建
設
業
者
の
経
営
に
関
す
る

事
項
の
審
査
（
建
設
業
法
第
二
十
条
の
二
の
規
定
に
よ

る
。）
は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
財
政
課
契
約
調
達
係
（
廿
三
五
ー
一
一

一
一
 
内
線
三

一
七
番
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
o
 

指名競争入札業者を受付 

噂験轟釦 
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
要
望
 

行
政
側
、
真
剣
に
対
応
 

五
所
川
原
市

連
合
Dん
l
A
（
会

長
木
村
智
）
主

催
の
「
第
四
回

行
政
を
囲
む
会
」
 

が

一
月
十
七
日
、
 

市
内
大
町
レ

ス

ト
ラ
ン
藤
吉
郎

で
開
か
れ
ま
し

た
。
 

市
側
か
ら
森

田
市
長
、
鈴
木
 
 

教
育
長
を

は
じ
め
、
関
係
部
課

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

市
政
に

P
T
A
の
意
見
、
要

望
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
毎
年
開

い
て
い
る
も
の
で
、
会
場
に
は

市
内
二
十
三
校
の
小

・
中
学
校
 

P
T
A
会
長
、
母
親
委
員
、
学

校
関
係
者
約
五
十

人
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

ま
ず
、

P
T
A
代
表
者
か
ら

教
育
と
文
化
の
振
興
、
生
活
環

境
、
保
健
問
題
ま
で
幅
広
く
提
 

言
、
要
望
が
出

さ
れ
、
市
側
の

答
弁
を
求
め
ま

し
た
が
、
ど
れ

を
と
っ
て
も
身

近
な
問
題
だ
け

に
提
言
者
の
弁

に
熱
が
入
り
、
 

さ
な
が
ら
“
教

育
議
会
）
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で

し
た
。
 

席
上
、
森
田

市
長
は
「
本
年

も
財
政
の
好
転

は
期
待
で
き
な

い
が
、
財
源
の

確
保
に
つ
と
め

教
育
行
政
に
投
 
 

入
し
た
い
。
 

ま
た
、
青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

圏
域

へ
の
加
入
な
ど
好
材
料
が

あ
り
、
関
係
者
が

一
丸
と
な
っ

て
手
を
取
り
合
い
、
西
北
五
地

方
の
学
園
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
教
育
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
」
 

と
市
の
教
育
、
文
化
の
展
望
を

述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
「
み
ん
な
で
考
え

よ
う
五
所
川
原
市
の
教
育
と
文

化
」
を
テ

ー
マ
に
、
出
席
し
た
 

P
T
A
代
表
者
六
人
に
よ
る
要

望
、
提
言
に
移
り
、
熱
の
こ
も

っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

最
初
に
教
育
振
興
問
題
で
は
、
 

毘
沙

門
小

P
T
A
会
長
嘉
山

定
男
さ
ん
が
、

老
朽
校
舎
の
解

消
と
校
舎
新
築

の
見
通
し
、
実

業
高
校
の
各
科
の
見
直
し
な
ど
、
 

ま
た
、
梅
泉
小
P
T
A
会
長

前
田
栄
司
さ

ん
が
、

文
化
振

興
問
題
に

つ
い
て
、
市
民
文
化

会
館
の
新
築
と
そ
れ
に
伴
う
音

響
装
置
の
更
新
、
そ
し
て
五
一

中

P
T
A
副
会
長

佐

々
木
範

武
さ

ん
が

生
活
環
境
問
題
に

つ
い
て
、
教
師
と
子
供
の
ふ
れ

あ
う
時
間
の
確
保
、
地
元
出
身

の
教
師
は
地
元
に
、
さ
ら
に
中

央
小

P
T
A
副
会
長
青

山
烈
 
 

子
さ
ん
は

保
健
体
育

問
題
に

つ
い
て
学
校
給
食
を
取
り
あ
げ
、
 

食
器
及
び
食
品
の
改
善
と
地

場
産
業
振
興
の
た
め
、
地
元
の

農
畜
産
物
の
活
用
の
ほ
か
、
体

育
授
業

・
部
活
動
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
学
校
に
第
二
体
育

館
の
建
設
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
要

望
し
ま
し
た
。
 

ま
た
母

親
と
し
て

の
立
場

か
ら
五

小

P
T
A
副
会
長
兼

平
貞
子
さ
ん
が
、
婦
人
の
安
心

し
て
働
け
る
職
場
の
確
保
、
通

学
路
の
安
全
確
保
な
ど
。
 

最
後
に
、
教
育
問
題
全
般
に

つ
い
て
栄
小

P
T
A
会
長
木
村

智
さ
ん
が
、
県
立
五
所
川
原
東

高
等
学
校
の
改
築

に
つ
い
て
、
 

学
校
改
築
五
ケ
年
計
画
の
進
行

状
況
、
四
十
人
学
級
の
実
現
に

つ
い
て
な
ど
を
提
言
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
て
、
森
田
市
長

ら
行
政
側
か
ら
は
、
基
本
的
に

は
学
校
改
築
五
ケ
年
計
画
を
計

画
的
に
進
め
て
い
る
。
老
朽
校

舎
の
解
消
で

は
、
五
所
川
原
第

三
中
学
校
増
改
築
工
事
の
設
計

は
六
＋
年
度
に
着
手
す
る
。
市

民
文
化
会
館
の
新
築
は
、
西
北

五
の
広
域
行

政
機
関
と
の
関
連

も
あ
り
、
周
辺
町
村
と
も
歩
調

を
と
り
な
が
ら
検
討
す
る
。
市

民
プ
ー
ル
、
市
民
美
術
館
新
設

な
ど
の
要
望
は
、
小

・
中
学
校

の
整
備
が
終
わ
っ
て
か
ら
考
え

て
い
き
た
い
な
ど
と
答
え
ま
し

た
。
 

こ
の
ほ
か
児
童
、
生
徒
の
通

学
路
の
安
全
確
保
、
四
十
人
学

級
の
実
現
に

つ
い
て
は
、
関
係

機
関
に
も
働
き
か
け
て
い
る
と

述
べ
、要
望
実
現
の
た
め
引
き
続

き
努
力
す
る
こ
と
を
約
東
し
ま

し
た
。
 

物
品
な
ど
供
給

業
者
登
録
受
付
 

市
で
は
、
六
十
年
度
の
物

品

等
の
供
給
に

つ
い
て
、
入
札
参

加
審
査
申
請
書
の
受
け
付
け
を

し
て
い
ま
す
。
 

市
役
所
、
市
立
西
北
病
院
、
 
 

市
内
各
小

・
中
学
校
、
給
食
セ

ン
タ

ー
等
、
市
の
施
設

へ
の
物

品
供
給
を
希
望
さ
れ
る
業
者
は
、
 

次
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▽
受
付
期
間
 
二
月
一
日
岡

か
ら
二
月
 
十
八
日
困
ま
で

▽
受
付
場
所
 
市

財

政
課
 

（
市庁
舎
四
階
）
 

▽
提
出
書
類
 
入
札
参
加
資

格
申
請
書

（
一式
）
申
請
用
紙

は
財
政
課
に
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
市
財
政
課

契
約
調
達
係
（
廿
三
五
ー
二

一

一
一
 
内
線
三
一
七
番
）
へ
間

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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〇共済見舞金の額 

災 害 の 程 度 等 級 金 	額 

死 	亡 	し 	た 	場 	合 I 800,000円 

実治療 日 数 

180 日以上で 

1
 
8
0
 

 
入
以
 
院

上
 

一
 

日
む
  

2 150,000円 

入 院 90 日 
以上 	180 日 
未満 を含む 

3 130,000円 

入院 90 日未満
又は入院なき
も の を含む 

4 110,000円 

実治療 日 数 
90 日 以 上 
180日未満で 

入
以
 
院

上
 

0含
 
日
む
 

●

ゲ
」
 
 

5 80,000円 

入院 90 日未満
又は入院なき
も の を 含む 

6 60,000円 

実治療日数 60日以上90 日未満 7 45,000円 

実治療日数 30日以上60日未満 8 35,000円 

実治療日数 10日以上30 日未満 9 25,000円 

実 治 療 日 数 10 日 未 満 10 15,000円 

:( 青年年撫 
テーマ 参加・開発・平和 	 ァィト Iいキャラクタ 

闘 

今年は 

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
 

三
月
三
十

一
日
で
共
済
期
間
が

満
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
市
民
課
、
ま
た
は
各
支
所
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

二
月
一
日
か
ら
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。
 

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

も
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

▼
加
入
で
き
る
方
 

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
 
 

る
方
は
、
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
 

▼
共
済
会
費
・
期
間
 

年
額
三
百
五
十
円
。
（共
済
期

間
の
途
中
で
加
入
す
る
場
合
も

同
額
で
す
。）
 

共
済
期
問
は
、
毎
年
四
月
一

日
か
ら
始
ま
り
三
月
三
十

一
日

で
終
わ
り
ま
す
。
（途
中
で
加
入

さ
れ
る
方
は
、
加
入
の
日
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。）
 

「
五
所
川
原
市
下
水
道
条
例

施
行
規
則
」
 

「五
所
川
原
市
指
定
排
水
設

備
工
事
業
者
規
則
」
 

「五
所
川
原
市
水
洗
便
所
改

造
等
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
規
則
」
 

「排
水
設
備
設
計
及
び
施
工

基
準
」
 

▽
受
講
資
格
 
学
歴
、
職
歴

を
間
い
ま
せ
ん
が
、
あ
ら
か
じ

め
所
定
の
申
し
込
み
に
よ
り
受

講
申
し
込
み
さ
れ
た
方
。
 

▽
受
講
申
し
込
み
手
続
き
 

H
提
出
書
類
 
排
水
設
備
責

任
技
術
者
、
配
管
工
講
習
会
受

講
申
込
書
、
二
通
。
（用
紙
は
、
 

▼
そ
の
外
の
利
点
 

『
ど
ん
な
小
さ
な
交
通
事
故

で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

口
見
舞
金
の
請
求

は
、
事
故

の
起
き
た
日
か
ら
一
年
間
有
効

で
す
。
 

口
職
場
、
町
内
会
、
グ
ル

ー
 

プ
な
ど
、
二
十
人
以
上
が
加
入

さ
れ
る
場
合
は
、
団
体
の
取
り

扱
い
を
し
ま
す
。
 

下
水
道
課
で
交
付
）
 

〔
一
通
は
受
付
申
し
込
み
者

に
お
返
し
し
ま
す
。
申
し
込
み

者
は
受
講
日
の
受
付
の
際
、
提

示
す
る
こ
と
。〕
 

口
受
付

期
間
 

二
月
五

日
 

（火
）
から
二
月
十
五
日
（
金）ま
で
。
 

※
受
付
は
下
水
道
課
で
行
い
ま

す
。
受
付
時
間
は
日
曜
、
祭
日

を
除
き
、
平
日
は
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分

ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。
 

▽
受
講
料
 
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
一
人
二
千
円
。
 

受
講
当
日
受
付
時
に
納
入
し
 
 

て
く
だ
さ

い
。
 

▽
講
習
会
日
時
 
二
月
＋
九

日
（
火
）
 

受
付
は
午
前
九
時
か

ら
九
時

四
十
五
分
ま
で
。
 

講
習
は
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
昼
食
）
 

▽
講
習
会
場
 
市
浄
化
セ
ン

タ
ー
 
三
階
研
修
室
（
市
内
大

字
長
橋
字
広
野
二
三
七

ノ
五
）
 

※
申
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

市
下
水
道
課
排
水
設
備
係
 

（
廿
三
五
ー
二

一
一
一
 
内
線
 

」
．
 番

）
 

排
水
設
備
責
任
技
術
者

・
 

配
管
工
認
定
講
習
会
開
く
 

希
望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
 

市
で
は
、
下
水
道
排
水
設
備
 

▽
講
習
目
的
 
下
水
道
排
水

工
事
に
係
る
責
任
技
術
者
及
び
 

設
備
に
関
連
す
る
法
令
、
条
例
、
 

配
管
工
を
認
定
し
ま
す
。
 

規
則
、
基
準
お
よ
び
技
術
上
の

こ
の
た
め
認
定
に
必
要
な
講
 

実
務
に
関
係
の
あ
る
基
本
的
な

習
会
を
次
の
要
項
に

よ
り
行
い
 

事
項
を
習
得
す
る
こ

と
を
目
的

ま
す
の
与
、

受
講
希
望
者
は
申
 

と
す
る
。
 

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▽
講
習
内
容
 
次

の
事
項
を

な
お
、
認
定
試
験
は
後
日
実
 

中
心
と
し
た
内
容
と
す
る
。
 

施
の
予
定
で

す
。
 

「
 所
川
原
市
下
水
道
条
例
」
 

交

通
災

害
共
済

年
額」「
壇
十円
 

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
よ
う
 

苦
×
苦
苦
苦
×
苦
×
苦
×
米
来
米
米
米
米
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踊界志罵醸こi 燕難熱篇気ぎ’ 
※ 2月10日（日） 

レ雪上力ルタ大会 

午後1時一市庁舎前お祭り広場 

参加資格一市内の子供会 

ンズグI)回し大会 

午後1時＝＝市庁舎前お祭り広場 

参加資格一市内の子供会 

ンタコあげ大会 

午後1時＝＝北斗グラウンド 

参加資格一西北五在住者 

イ．小学校の部 口 中学校の部 

ハ．高校・一般の部 

〇雪上綱引大会 

午後1時一南斗グランド（市役所裏） 

参加資格一市内子供会 

※ 2月11日（祝） 

〇歌謡・民謡・津軽民謡手踊コンクー)レ 

午前9時30分一市民文化会館大ホール 

参加資格一西北五在住者 

※期間中 

レ雪像コンクールー市内一円 

題材・大きさは自由 

レ氷の彫刻展一市庁舎前お祭り広場 

ン申し込み・間い合わせ先一市経済部商工観光 

課（ff⑩ 2111 内線260番） 

レ主 催 五所川原市観光協会 

広報ごしょがわら 	 （584号） ⑤ 昭和60年（1985年）2 月1日 

、
 

,
 

赤
十
字
社

員
 

増
強
運
動

に
ご
協
力
を
 

日
本
赤
十
字
社
の
事
業
は
、
 

協
賛
す
る
社
員

の
拠
出
金
、
寄

付
金
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
昨
年
は
、
皆
様
の

あ
た
た
か
い
ご
協
力
に
よ
っ

て

目
標
額
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
 

本
年
も
二
月
一
日
か
ら
、
社

員
増
強
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
 

近
く
皆
様
の
ご
家
庭
に
町
内

会
長
、
民
生
委
員
、
行
政
連
絡

員
（
日
赤
協
賛
委
員
）
奉
仕
者

の
方
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
 

一
世
帯
一
人
は
社
員
と
な
り
、
 

赤
十
字
事
業
に
ご
協
力
を
お
願
 
 

い
し
ま
す
。
 

な
お
、
毎
年
千
円
以
上
の
銀

色
特
別
社
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

え
加
入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

〇
社
員
の
種
類
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

▽

一
般
社
員
 
毎
年
三
百
円

以
上
 

▽
銀
色
特
別
社
員
 
毎
年
千

円
以
上

（
一
時
金
一
万
円
で
も

よ
い
）
 

▽
金
色
特
別
社
員
 
毎
年
三
 
 

千
円
以
上

（
一時
金
三
万
円
で

も
よ
い
）
 

▽
銀
色
有
功
章
 

一
時
金
一
一

十
万
円

（
三年
の
分
納
で
も
よ

い
）
 

こ
れ
ま
で
民
生
委
員
が
行
っ

て
い
た
証
明
事
務
に

つ
い
て
、
 

次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
改
正
さ
れ
た
事
項
 

▽
用
証叩
：
行
政
機
関
な
ど
が

発
行
す
る
証
明
と
混
同
を
さ
け

る
た
め
 
「証
明
」
と

い
う
表
現

を
用
い
ず
「
調
査
書

・
意
見
書
」
 

と
い
い
ま
す
。
 

▽
民
生
委
員
に
依
頼
す
る
と
 

▽
金
色
有
功
章
 
一
時
金
五

十
万
円
（
三
年
の
分
納
で
も
よ

い
）
 （

日
赤
五
所
川
原
地
区
）
 

き
は
、
依
頼
書
を
提
出
し
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 

▽
依
頼
書
に
よ

り
、
調
査
書
 

・

意
見
書
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
 

依
頼
書
の
用
紙
は
民
生
委
員

の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
の
で
、
 

依
頼
す
る
と
き
は

印
鑑
を
忘
れ

な
い
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

取
り
扱
い
す
る
範
囲
は
、
事

実
確
認
が
可
能
な
も
の
で
、
次
 
 

の
よ
う
な
場
合
に
は
取
り
扱

い

ま
せ
ん
。
 

〇
取
り
扱
い
し
な
い
も
の
 

▽
民
生
委
員
と
し
て
事
実
に

つ
い
て
実
証
、
確
認
の
困
難
な

も
の
で
「
無
収
証
明
」
や
「
無

資
力
証
明
」
「不
在
証
明
」
な
ど

▽
「
納
税
証
明
書
」
「羅
災
証

明
J
r交
通
事
故
証
明
」
な
ど
、地

方
自
治
体
の
公
簿
で
確
認
が
で

き
、
関
係
機
関
、
団
体
で
証
明

可
能
な
も
の
。
 

▽
 
「休
業
証
明
」
な
ど
保
険

会
社
の
当
該
団

体
、
企
業
が
調

査
の
責
任
を
負
う
べ
き
も

の
。
 

▽
当
事
者
間
に
利
害
、
損
失
 
 

の
あ
る
も
の
で
「
盗
難
証
明
」
 

や
離
婚
時
の
慰
謝
料
の
請
求
の

た
め
の
 
「事
実
婚
証
明
」
な
ど
、
 

裁
判
所
の
係
争
事
項
に
か
か
わ

る
も
の
。
 

▽
法
律
関
係
、
も
し
く
は
法

律
上
の
権

利
義
務
の
有
無
な
ど

に
関
す
る
も
の
で
、
裁
判
所
が

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
相

続
放
棄
証
明
」
「養
子
縁
組
証
明
」
 

な
ど
。
 

詳
し
く
は
市
福
祉
事
務
所
 

（
呑
三
五
ー
二
一

一
一
 
内
線
 

一
二
四
番

）
 

ー
民
生
委
員
の
 

証
明
事
務
に
つ
い
て
 

昭和60年 

合同除厄祈願祭のご案内 

レ対象者 男 昭和19年4 月 2 日～昭和20年4 月1日生
まれの方 

女 昭和28年4 月 2日～昭和29年4 月1日生
まれの方 

レ日 時 2 月17日（日）午後 1時から 

レ場 所 市中央公民館（駅裏） 

ン会 費 男10,000円 女 8,000円 
レ申し込み締切り 2月5 日（火）まてる 

レ申し込み先 会費をそえて近くの実行委員、または、 

都市建設課 中林 功（内線231) 

収 納 課 其田 幸夫（ク 209) 

税 務 課 寺田 柾直（ク 205) 

水 道 課 寺田長太郎（ク 258) 
税 務 課 毛内 秋代（ク 211) 

農業委員会 佐藤寿美子（ク 229) 

合同除厄祈願祭実行委員会 



」
Nー

 

(584号） ⑥ 昭和60年（1985年） 2 月1日 	 広報ごしょがわら 

思
い
が

け
な

い
出
費
に
 

冷
え
こ
み
が
だ
ん
だ
ん
厳
し

く
な
っ
て
ま
え
り
ま
し
た
が
、
 

水
道
の
凍
結
や
破
れ
つ
事
故
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
 

昨
年
暮
れ
、
水
道
凍
結
防
止

の
た
め
各
家
庭
に
給
水
装
置
の

冬
じ
た
く
に

つ
い
て
お
願

い
し

ま
し
た
が
、
最
低
気
温
が
平
年
 

よ
り
五
度
以

下
に
な
り
ま

す
と
水
道
管

が
凍
っ
た
り

破
れ
つ
し
た

り
し
ま
す
の

で
、
と
く
に

蛇
口
、
メ
ー
 

タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
な
か
、
 

水
道
管
の
立
 
 

ち
あ
が
り
部
分
に
注
意
し
、
不

凍
せ
ん
、
水
ぬ
き
せ
ん
、
電
熱

せ
ん
な
ど
で
凍
結
を
防
ぐ
よ
う

い
ま
ー
  度
ご
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

十
二
月
中
ご

ろ
か
ら
凍
結
防

止
の
出
し
放
し

が
原
因
で
浄
水

場
の
送
水
量
は
、
 

平
常
よ
り
更
ら

に

一
日
平
均
二
一

千
立
方
米
も
増

え
続
け
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま

す
。
 

市
庁
舎
を

マ
 

科
学
万
博
 

つ
く
ば
8
5が
、
 

筑
波
山
の
す
そ
野
、
茨
城
県
・

筑
波
研
究
学
園
都
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
期
間
は
、
三
月
十
七

日
か
ら
九
月
十
六
日
ま
で
の
半

年
間
。
 

テ
ー
マ
は
 
「人
間

・
居
住
・
 
 

ス
に
し
た
ら
、
お
お
よ
そ
五
分

の

一
近
く
の
水
量
が
余
分
に
出

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
ま
ま
冬
期
間
増
え
続

け

る
と
浄
水
場
で
い
く
ら
水
圧
を

あ
げ
て
水
を
送
っ
て
も
、
未
端

の
家
庭
ま
で
水
が
届
か
な
く
な

る
心
配
も
出
て
お
り
ま
す
。
 

農
林
水
産
省
で
は
、
本
年
一
一

月
一
日
現
在
で
す
べ
て
の
農
家

を
対
象
と
し
て
、
「農
業
セ
ン

サ

ス
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
 

農
業
は
、
国
民
生
活
に
と
っ

て
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

食
料
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
 

国
土
や
自
然
環
境
の
保
全
と
い
 

環
境
と
科
学
技
術
」
で
す
。
わ

た
し
た
ち
に
豊
か
な
生
活
を
も

た
ら
す
科
学
技
術
に
焦
点
を
あ

て
、
二
十

一
世
紀
の
社
会
を
展

望
し
ま
す
。
“科
学
万
博
 

つ

く
ば
8
5）
で
未
来
の
生
活
を
先

ど
り
し
ま
し
よ
・フ
。
 

ま
た
、
出
し
放
し
に
す
る
と

メ
ー
タ
ー
が
次
第
に
あ
が

り
春

の
検
針
精
算
の
際
に
は
高
額
料

金
と
な
り
、
思
い
が
け
な
い
出

費
と
な
り
ま
す
の
で
凍
結
防
止

の
水
の
出
し
放
し
を
し
な
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
市
水
道
事
業
所
）
 

う
面
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
農
産
物
需
給
問
題
等
、
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
数
多

く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
各

種
施
策
の
充
実
、
強
化
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
こ
の
た

め
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
こ
 

入場料金 

大
人
…
二
千
七
百
円

（
満

二
十
三
歳
以
上
）
 

中
人
…
千
四
百
円

（
満
十

五
歳
以
上
二
十
三
歳
未

満
）
 

小
人
…
七
百
円
（
満
四
歳

以
上
十
五
歳
未
満

）
 

科
学
技
術
を
多
面
的
に
紹
介

後
楽
園
球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
約
九
十
倍
の
広
さ
を
持

っ
会

場
は
、
A
か
ら
H
ま
で
の
八
つ

に
分
け
ら
れ
、
国
内
・
国
外
の

展
示
館
、
広
場
が
設
置
さ
れ
ま
 
 

と
を
使
命
と
し
た
非
常
に
重
要

な
調
査
で
あ
り
ま
す
。
 

農
家
の
皆
様
に
は
、
ご
多
忙

の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の

調
査
の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
し
た
事
項
は
、
 

統
計
を
作
成
す
る
た
め
に
だ
け

使
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
他
の

目
的
に
使
う
こ
と
は
法
律
で

固

く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
 

あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

ま
た
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
、
市
秘
書
企

画
課
統
計
調
査
係

（
廿
三
五

ー
 

一
二

一
一
 
内
線
三
一
八

・
三

一
九
番
）
 

す
。
特
に
、
会
場
の
ほ
ぼ
中
央

に
当
た
る
D
ブ
ロ
ッ
ク
と
E
ブ

ロ
ッ
ク
に
は
、次
の
よ
う
な
「
政

府
出
展
施
設
」
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

▽
テ
ー
マ
 
各
種
ロ
ボ
ッ
ト

ゃ
字
宙
開
発
な
ど
、
暮
ら
し
に

か
か
わ
る
科
学
技
術
の
姿
を
多

面
的
に
紹
介
 

▽
歴
史
館
 
わ
が
国
の
科
学

技
術
の
発
展
を
紹
介
 

「政
府
出
展
施
設
」
 
には
、
 

こ
の
ほ
か
に
、

エ
キ
ス
ポ
プ
ー
フ

ザ
、
こ
ど
も
広
場
が
あ
り
ま
す
。
 

★
ト●
ノ
 
巧
丸
 

懲
蒸
 

★
「
．

×
E
コ
 凍結防止の放水は

やめましよう．ノ 

「つ
く
ば
8
5」
で未
来
を
先
ど
り
し
ま
し
ょ
う
 

科
学
万
博
 

3
月
1
7日
開
催
 

農
家
の
皆
様
へ

ー
 

8
5農
業
セ
ン
サ
ス
へ
の
ご
協
力
と
お
願
い
 



昭
和
6
0年
度
の
奨
学
生
を
募
集
 

市

教
育
振

興
会
 

・

γ
・T
・γ
・T
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・
 

勤労婦人の混薯捧噸懲残各潟し舞鷲 

生活講座受講者を募集、 

募集 内 容 

、募IEF 七象gぎ 
夜 間 の 部 

6 時30分～ 8時30分 

月
  

茶 	道 
(10名‘ 6 回） 

栄 	畳 
(20名・6 回） 

茶 	道 
(10名・ 6 回） 
ちぎり絵 
(10名・ 6 回） 

火
  

料
く
 
理
・
 

に
。
 

名
 

6
 

回
 

粛‘しゆう 
(10名・ 6 回） 

水
  

編
a
 

物

・
 
 0

 
名
 

6
 
回
 

着 	付 
(10名・ 6 回） 

着 	付 
(10名・ 6 回） 

(10名や6 回） 

木
  

告10名準 5 回） 警20名警 5回） 

告I。名準 5 回） 

金
  

東
 

●
っ・

し
1
0
 

ゆ
名
 

6
 

回
 

、
、

ー
 

川 

柳 

(
 

川
柳
岩
木
吟
社
提
供
 

花
鉄
 
花
の
心
に
こ
こ
ろ
置
く
 
一
 
策

北
風
に
詩
あ
り
農
を
継
ぐ
決
意
 
ふ
み
を

金
貯
ま
る
位
置
か
ら
勲
予
少
し
ず
れ
 
一
 
閃

老
残
の
身
を

口
説
く
駄
馬
の
独
り
言
 

柏
 
仙

白
足
袋
を
は
い
て
心
の
塵
払
う
 
し
げ

る

年
末
の
札
は
他
人
の
貌
で
い
る
 
彩
 
人
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市
教
育
振
興
会
で
は
、
次
の

要
領
に
よ
り
六
十
年

度
の
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。
 

希
望
す
る
方
は
付
属
学
校
を

経
て
市
教
育
委
員
会
総
務
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▽
申
し
込
み
期
限
 

二
月
一
一

十
八
日
 

▽
応
募
資
格
 
次
の
す
べ

て

に
該
当
す
る
方
と
し

ま
す
。
 

日
六
十
年
四

月
に

高
等
学

校
又
は
大
学
に

入
学
志

望
の
 
 

方
 口

人
物
、
学
業
と
も
に
優
秀

で
、
か
つ
健
康
で
あ
る
が
著
し

く
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
方
 

目

市
内
に
在
住
し
て
い
る
方

回

過
去
三
カ
年
間
の
全
学
科

の
平
均
成
積
が
三
・
五
点

（
五

点
満
点
）
以
上
の
方
 

▽
貸
与
金
額
 

H

高
等
学
校
（
公

・
私
立
と

も
）
 

入
学
料
及
び
授
業
料
相
当
額
 

（卒
業
時
ま
で
）
 

口
大
学

（
公
‘
私
立
と
も
）
 

入
学
支
度
金
と
し
て
四
十
万
 

限
度
 

▽
返
還
方
法
 

H
高
等
学
校
 

卒
業
の
翌
年
か
ら
奨
学
金
を
 

受
け
た
年
数
の
倍
に
相
当
す
る
 

年
数
で
均
等
分
し
た
額
（
年
賦
 

又
は
月
賦
）
 

口
大
学
 

γ
・
γ

・
γ

・
γ

・
γ

・
γ

・
γ

・
γ

・
γ

・
γ

・

γ
 

▽
受
講
期
問
 

一月
十
八
日
 

（月
）
か
ら
三
月
二
十
九
日
（
金
）
 

ま
で
 

▽
受
講
時
間
 
午
前
の
部

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
 
午

後
の
部
 
午
後
一
時
か

ら
三
時

ま
で
 
夜
間
の
部
 
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で
 

▽
受
講
料
 
無
料
（
た
だ
し

材
料
費
は
本
人
負
担
）
 

▽
締
切
り
 
二
月
十
三
日
 

（水
）
ま
で
 

▽
申
し
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先

市
働
く
婦
人
の
家

（
廿
三
五

ー
 

八
八
九
八
番
）
 

卒
業
の
翌
月
か
ら
六
カ
月
経

過
後
、
八
年
以
内

（年
賦
又
は

半
年
月
賦
）
 

な
お
、
詳
し
く
は
市
教
育
委
 

確
定
申
告

の
時
期
に
な
り
ま

す
と
、
税
金
の
申
告
手
続
な
ど

を
税
理
士
に
依
頼
す
る
方
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
 

正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
ど
う

か
を
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
 

納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
 

代
理
、
税
務
書
類
の
作
成
、
税

務
相
談
を
業
と
す
る
こ
と
は
、
 

税
理
士
で
な
い
人
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

税
理
士
の
資
格
を
持
た
な
い
 

「
に
せ
税
理
士
」
 
は
、法
律
に

違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
納
税
 
 

員
会
総
務
課

（
。
三
五
ー
二
一
 

一
一
 
内
線
二
四
九
番
）
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

者
に
迷
惑
を
か
け
る
た
め
、
国

税
庁
、
国
税
局
、
税
務
署
で
は
、
 

に
せ
税
理
士
に
対
し
て
は
厳
し

い
態
度
で
臨
み
、
に
せ
税
理
士

の
排
除
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
東
北
税
理
士
会
で

は
、
 

小
規
模
な
納
税
者

の
た
め
に
次
 

の
税
務
指
導
所
に
お
い
て
、
無

料
又
は
低
い
料
金
で
税
務
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

青
森
税
務
指
導
所
 

青
森
市
本
町
四
丁
目
八
ノ
ー
 

三
廿
（
〇
一
七
七
）
七
三
ー
六

七
九
七
番
 

 

~“~一ー~,一 

 

~・一~一~一円“~・一~~・一~~~~、~一→・一、~ー・~・→~~~一、‘~， 

  

   

 

所得税の確定申告は、正しく、お早めに 
期限は 2 月16日から 3 月15日まで 

昭和59年分の所得税の確定申告は、2 月16日から受 	なりかねませんので、確定申告はできるだけ早く行う 

付けが始まります。申告期限は 3 月15日です。期限間 	ようにしてください。 

近になりますと税務署は大変混雑し、落ち着いて相談 	なお、贈与税の申告は 2 月1日から 3月15日までで 

できなかったり、長時間お待ちいただくような二とに す。 	 （五所川原税務署） 
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に
せ
税
理
士
に
ご

注
意
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研
修
社
員
募
集
 

青
森
フ
ァ
ッ

シ
ョ

ン
脚

（
市
誘
致
企
業
）
 

五
所
川
原
市
誘
致
企
業
・
青

森

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
株
）
で
は

工
場
拡
張
計
画
に
よ
り
、

次
の

と
お
り
研
修
社
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
 

▽
対
象
者
 
十
八
歳
か
ら
三

十
五
歳
ま
で
の
女
性

（
経
験
不

問
）
 

▽
募
集
人
員
 
三
十
名
 

▽
給
与
等
 

H
赴
任
旅
費
支
給

（
往
復
）
 

口
最
初
の
三
カ
月
は
日
給
三
 
 

二
〇
〇
円
 

目
皆
勤
手
当

六
、〇
〇
〇
円

四
三
カ
月
後
 
月
額
八
〇
、
 

〇
〇
〇
円
 

国
寮
費
は
無
料
、
但
し
、
食

費
は

ー
カ
月
九
、
〇
〇
〇
円

因
社
会
保
険
は
三
ケ
月
後
か

ら
適
用
 

▽
面
接
日
時
 

二
月
二
十
四

日

（
日
）
午
前
十
時
 

▽
場
所
 
市
民文
化
会
館
二
階
 

O
ご
希
望
の
方
は
二
月
二
十
 
 

日
ま
で
（
必
着
）
、履
歴
書

（写
真

貼
付
）
を
青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
 

（
株
）
へ
郵
送
ま
た
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
 

▽
研
修
先
 
本
社
（
株
）
ス
ズ

キ
 
岐
阜
県
海
津
郡
海
津
町
高

須
町
一
一

六
一
の

一
 

▽
研
修
期
間
 
三
月
か
ら
八

月
ま
で
の
六
カ
月
間
 
研
修
終

了
後
、
青
森

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
株
）
 

市
内
大
字
川
山
字
千
本
三
七
ノ

二
（
。
三
六
ー
三

一
一
六
番
）
 

ま
た
は
市
経
済
部
商
工
観
光

課

（
。
三
五
ー
二
一
一

一
 
内

線
二
六
〇
番
）
 

交
通
遺
児
寄
金
に
と
 

四
万
三
千
余
円
贈
る
 

敷
島
町
町
内
会
青
年
部
（
成
 

田
正
昭
部
長
）
が

一
月
十
一
日
、
 

交
通
遺
児
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
、
四
万
三
千
三
百
七
十
三

円
を
市
福
祉
事
務
所
に
託
し
ま

し
た
。
 

青
年
部
が
交
通
安
全
、
家
内

安
全
を
祈
願
し
神
明
宮
に
大
鏡

も
ち
を
奉
納
、
護
符
と
し
て
町

内
に
配
っ
た
際
寄
せ
ら
れ
た
善
 

意
で
す
。
 

敷
島
町
町
内
会
青
年
部
か
ら
 

の
寄
付
は
、
毎
年
行
わ
れ
関
係
 

者
か
ら
も
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。
 

チ
ャ

リ
テ
ィ

純
益
金
 

二
万

一
千
余

円
寄
付
 

五
所
川
原
歌
謡
ク
ラ
ブ
 

「
こ
よ
な
く
歌
を
愛
し
、
青
 
 

少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
す

る
」
五
所
川
原
歌
謡
ク
ラ
ブ
（
会

長
 
長
谷
川
清
勝

l
会
員
四
十

八
名
）
は

一
月
十
七
日
、
恵
れ

な
い
方
た
ち

へ
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

二
万
一
千
七
百
四
十
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。
 

一
月
二
日
、
 青
陽
園
で
開
い

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
青
森
県
歌
謡

選
手
権
大
会
で
の
純
益
金
を
贈

っ
た
も
の
で
す
。
 

丁
長
期
天
気
予
報
ユ
 

※
概
況
 
寒
い
日
が
多
く
、
 

津
軽
下
北
全
域
と
三
八
上
北
の

北
部
と
山
沿

い
の
積
雪
は
平
年

よ
り
多
い
で
し
ょ
う
。
 

※
ニ
月
上
旬
 
季
節
風
が
弱

ま
り
、
寒
さ
の
和
ら
ぐ
日
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
 
一
時
天
気
が

大
き
く
崩
れ
る
見
込
み
で
す
。
 

旬
平
均
の
気
温
は
平
年
並
、
 

降
水
量
は
や
や
多
い
見
込
み
で

す
。
 

注
 
十
二
月
末
か
ら
大
規
模

な
気
圧
配
置
は
予
想
以
上
に
大

き
く
変
動
し
売
の
で
、
前
回
の

予
想
を
や
や
低
温
ペ
ー
ス
に
修

正
し
ま
し
た
。
 

（
青
森
地
方
気
象
台
）
 

雇用促進事業団 職業訓練大学校 

通信訓練生を募集 
雇用促進事業団 職業訓練大学校では、1級・ 2級技 

能士訓練課程通信訓練生を募集しています。 

ト実施訓練科 

m
 

 
機械加工科 	（旋盤加工法・フライス盤加工法） 
仕上げ科 	（治工具仕上げ法・機械組立仕上げ法） 
板 金 科 	（建築板金加工法・工場板金加工法） 
配 管 科 	（建築配管施工法） 
機械製図科 
建築大工科 

2級 板 金 科 	（建築板金加工法・工場板金加工法） 
配 管 科 	（建築配管施工法） 
建築塗装科 
建 築 科 
ブロック建築科 
左 官 科 ほか19科 
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ト受講資格 実務経験のある者（ただし、1 級につい 

ては 1級技能検定受験資格者又は 1年後にその資格を満 

たす者） 

ト訓練期間 1カ年を標準とします。 

ト受付 いっでも受講申し込みを受付けます。申し 

込みは、受講申し込み書の送付と受講料の納付によりま 

す。 

ト受講料 1級 8,000円 2 級 6,000円 

ト受講申し込み先 〒229 神奈川県相摸原市相原19 
60 
雇用促進事業団 職業訓練大学校・通信訓練部（廿0 

427) 61-2 11 1番 

ト間い合わせ先 市内大字飯詰字孤野171)2 
青森職業訓練短期大学校教務課（廿37 3201番） 

年金住宅融資申込み受付中 

厚生年金保険・船員保険の被保険者を対象とする、年 

,  金住宅融資の今年度第 4回受付けが行なわれます。 昌 「 	＝．二戸ニーー一 

ト受付期間 2 月 1日働から 2 月28日困まで 	破I「 	目録を渡す青年部代表者たち 

ト対象 住宅の新築・購入・住宅改良等 

ト融資額 2 70万円から最高1千万円。所要資金の 8 墨 , 	ニチ 豪誉敷「 1 
割以内 	 工 こ ,- 1〒 ヤ ら 付島す I 

、 エII；言＝  
止 	’TJP 一珂 X1土七 千i'j響土 0 "/0 天生21土モ 牛利単 b る な 机 二一 三 	喜 、町 ノ 
郵 	・ 8 ％又は 7 ・2% 	 ．く 盟“

11 
ノノ 	ば毎内 I 

雪方繁篇胃器0年から35年まで（半年賦元金均等返済郵曹醜ミ箕 
早 	詳しくは、県庁保険課・県厚生年金勤労者住宅協会 ” 三 今 Ar-f 金 茎 品聖 I 
且日 	（云U1'(7-13一ZO17蓄） 	 青 ノ 	 す 係 ら 	言 

'
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